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国際メディカル専門学校 

                                
 

平成３０年度 国際メディカル専門学校概要 

 
１．建学の精神 

   国際メディカル専門学校は『高い専門能力を追求しながらも、単に知識･技術教育に偏るこ

となく、広い視野と豊かな人間性を持った、創造力に満ちた人材の育成の場』であることを

教育の基本理念とし、『医療･福祉業界の期待に応え得る開かれた教育機関』であることを趣

旨とした、『常に新しく変化していく時代に即した専門学校として、地域、国民、国際社会

の保健医療の向上に寄与する』という精神のもとに開学しました。 

 

２．教育方針･教育目標 

   国際メディカル専門学校は、現代社会の要請、特に病院･医療機関や介護施設をはじめとす

る医療福祉業界において求められている人材の育成を目的としています。そのため、実社会

で要望され、卒業後すぐに役立つ資格、技能、知識を備えた「スペシャリスト」を育成しま

す。豊かな人間性とコミュニケーション能力の育成、資格・技能・知識を持つと同時に、社

会的常識と基本マナーを備え、明るく健康で、建設的な意志を持った医療技術者を養成しま

す。 

 

３．沿革 

平成９年度  新潟工科専門学校（NIT）に臨床工学技士科設置 

平成10年度  新潟工科専門学校医療福祉工学部（NITM）として校舎移設（現開志学園） 

 

平成12年度  医療情報システム部（現医療情報管理学科）設置 

平成14年度  新潟医療テクノロジー専門学校（N・care）として独立 

平成16年度  国際メディカル専門学校（ICM）に校名変更 看護学科･鍼灸学科設置 

平成17年度  鍼灸学科夜間部･診療情報管理士専攻科設置 

平成25年度  医療事務学科が医療情報管理学科から名称変更する。 

       診療情報管理士学科３年制新設 

平成25年度  医療事務学科が職業実践専門課程に認定される 

平成27年度  専門実践教育訓練給付金講座に指定される 

       臨床工学技士科、看護学科、鍼灸学科（昼）（夜） 

平成28年度  診療情報管理士学科が職業実践専門課程に認定され、医療事務学科、 

臨床工学技士科、看護学科、鍼灸学科（昼）（夜）すべての学科が 

職業実践専門課程に認定される。 

  平成29年度  医療事務総合学科が医療事務学科から名称変更し、 

調剤薬局・登録販売者コースを設置 

 

４．設置学科（１）臨床工学技士科／3年制／定員４０名  臨床工学技士取得 

      （２）医療事務総合学科／2年制／定員3０名  診療報酬請求事務能力認定試験他 

      （３）看護学科／3年制／定員80名      看護師 

      （４）鍼灸学科昼間部／3年制／定員30名   鍼灸師 

      （５）鍼灸学科夜間部／3年制／定員30名   鍼灸師 

      （６）診療情報管理士学科／3年制／定員40名 診療情報管理士・医師事務作業補助 

 
 

５．常勤教員  ３０名 常勤職員数６名  夜間職員１名   計３７名 

非常勤教員  ９６名 



（１） 大学教授・准教授・講師・助教 

           新潟大学大学院医歯学総合研究科・新潟大学医学部保健学科・新潟大学医歯学総合病

院・日本歯科大学・青陵大学・新潟医療福祉大学・その他大学 等教授、准教授他 

（２） 現役医師（開業医・病院勤務）・看護師 

（３） その他講師 

 

６．男女比  男子 31.8％  女子 68.2％ 

 

７．新卒・既卒割合 新卒79.1%：既卒20.9％   

 

８．県内･県外比率  県内84.7％：県外15.3％ 

 

９．退学率（H２９年度実績／２９年４月～３０年３月） 1.6％（８／４９４） 

       
 

10．就職率（H２９年度実績）１００％（１３４／１３４）H３０．３月末 

専門領域決定率  １００％ （１３４／１３４）H３０．３月末 

＊求職登録者実績 

以上 

 
 
 
 

平成２９年度 就職・進路決定状況 
 

 
 

就職・進路決定状況 

 

 卒業生 167名 

 

１）就職 158名 158名決定 

  （内訳）求職登録者 134名 134名決定 

      公務員     5名    5名決定 

      奨学金病院   13名  13名決定 

      独自活動     5名   5名決定 

      独立開業   1名   1名決定 

２）進学  7名 

  （内訳）ICM聴講生   6名 

      大学4年次進級  1名 

３）未就職 2名（再受験のため自宅学習） 

 

以上 


